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　18歳
さい

のとき、ゴッホの「ひまわり」
を見て感動した志

し

功
こう

は、「わだば（わ
たしは）ゴッホになる」と油絵を 志

こころざ

しました。21歳で上京しましたが、作
品は認

みと

められず、版
はん

画
が

の道に進みます。
志功は版画の実力が認められました。
　太平洋戦

せん

争
そう

が激
はげ

しくなると、1945
（昭和20）年、東京から西

にし

砺
と

波
なみ

郡
ぐん

福
ふく

光
みつ

町
まち

（現
げん

南
なん

砺
と

市
し

）へ疎
そ

開
かい

しました。

　やいは、東京女子医学専
せん

門
もん

学校
（現

げん

東京女子医科大学）に通う先
せん

輩
ぱい

か
ら、学校の創

そう

設
せつ

者
しゃ

である吉
よし

岡
おか

弥
や

生
よい

の
話を聞き、尊

そん

敬
けい

の気持ちをもつよう
になりました。
　1915（大正４）年、一人で上京し
たやいは、吉岡家に住み込

こ

むことに
なりました。家事を手

て

伝
つだ

いながら昼
は学校事

じ

務
む

員
いん

として 働
はたら

き、夜は受
じゅ

験
けん

　民
みん

俗
ぞく

学
がく

者
しゃ

の折
おり

口
くち

信
しの

夫
ぶ

の著
ちょ

書
しょ

を神
じん

通
づう

中学校時代に読んだ源
げん

義
よし

は1937（昭
和12）年、折口の下で学びたいと国
学院大学予科に入学しました。折口
らから民俗学＊や国

こく

文
ぶん

学
がく

を学び、東京
の中学校で 教

きょう

師
し

をしながら日本文化
について研究しました。
　1945（昭和20）年に 終

しゅう

戦
せん

を迎
むか

え、
日本人の文化や価

か

値
ち

観
かん

、美しい日本

　ある日、豊
ぶん

造
ぞう

は種
たね

屋
や

のカタログで
チューリップを知り、栽

さい

培
ばい

してみる
ことにしました。当時、チューリッ
プの花は 珍

めずら

しく、高い値
ね

段
だん

で売れま
した。球根はさらに高く売れること
に気がついた豊造は、仲間を誘

さそ

って
稲
いね

刈
か

り後の田で球根を育てる方法を
研究。砺

と

波
なみ

の気
き

候
こう

や土
ど

壌
じょう

に適
てき

してい
たこともあり、球根をつくる農家は

わだば（わたしは）ゴッホになる
棟
む な

方
か た

 志
し

功
こ う

女
じ ょ

性
せ い

医
い

師
し

への道を開く
佐

さ

藤
と う

 やい

日本の文化を守りたい
角
か ど

川
か わ

 源
げ ん

義
よ し

農家を冬の出
で

稼
か せ

ぎから解
か い ほ う

放したい
水
み ず

野
の

 豊
ぶ ん ぞ う

造
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　青森市の刃
は

物
もの

をつくる 職
しょく

人
にん

の家で
15人兄弟の三男として生まれました。
祖
そ

母
ぼ

に育てられ、仏
ほとけ

様
さま

の話をよく聞

　射
い

水
みず

郡
ぐん

新
しん

湊
みなと

町
まち

放
ほう

生
じょう

津
づ

（現
げん

射水市）
で生まれました。学校の成

せい

績
せき

は優
ゆう

秀
しゅう

でした。14歳
さい

のとき、以
い

前
ぜん

に手をけが

　角
かど

川
かわ

源
げん

義
よし

は中
なか

新
にい

川
かわ

郡
ぐん

東
ひがし

水
みず

橋
はし

町
まち

（現
げん

富
山市）で、裕

ゆう

福
ふく

な米
べい

穀
こく

商
しょう

の家の末っ子
として生まれました。甘

あま

えん坊
ぼう

で、小

　豊
ぶん

造
ぞう

は 東
ひがし

砺
と

波
なみ

郡
ぐん

庄
しょう

下
げ

村
むら

矢
や

木
ぎ

（現
げん

砺
波市）の農家に長男として生まれまし
た。家は貧

まず

しく、北海道へ移
い

住
じゅう

しよう

絵が好きな少年医院で働
はたら

く

気の弱い文学少年体が弱かった少年時代

福
ふ く

光
み つ

で多くの創
そ う

作
さ く

活動博
は く

士
し

号
ご う

を取
し ゅ

得
と く

し教
きょう

授
じ ゅ

に

出
しゅっ

版
ぱ ん

で日本文化を守る稲
い ね

刈
か

り後に球根を育てる

かされました。生まれつき視
し

力
りょく

が弱
かったものの、子どものときから絵を
描
えが

くのが好きでした。小学校卒
そつ

業
ぎょう

後
ご

は父の仕事を手
て

伝
つだ

い、17歳
さい

のときには
裁
さい

判
ばん

所
しょ

で助手として 働
はたら

きました。

して治
ち

療
りょう

してもらった新湊町内の石
いし

黒
ぐろ

医院で看
かん

護
ご

婦
ふ

と子守を兼
か

ねた仕事
に就

つ

きます。やいは石黒伯
はく

院長から
医学や医

い

師
し

の話を聞き、自分も医者
になりたいと思うようになりました。

学校入学まで母親が添
そ

い寝
ね

していまし
た。県立神

じん

通
づう

中学校（現県立富山中部高
校）在

ざい

学
がく

中
ちゅう

から俳
はい

句
く

を作り始め、国語
や漢文が得

とく

意
い

でした。弁
べん

論
ろん

部
ぶ

でも活
かつ

躍
やく

し、学校代表にもなりました。

かと考えるほどでした。また、身体が弱
く、他の若

わか

者
もの

のように出
で

稼
かせ

ぎ＊で家計を
助けることができませんでした。
　豊造は「出稼ぎに行かずに生活で
きないだろうか」と考えていました。

福光の人たちは志功を温かく迎
むか

え、
志功もこの町が大好きになりました。
戦争が終わっても７年近く住み続

つづ

け、
その間、多くの作品を生み出しまし
た。特

とく

に1948（昭和23）年は、志
功の 生

しょう

涯
がい

を通じて１年間に 最
もっと

も多
く作品を生み出した年になりました。
　志功は1956（昭和31）年、ベネ
チア・ビエンナーレ展

てん

で国
こく

際
さい

版画大
たい

賞
しょう

を受
じゅ

賞
しょう

し、「世界のムナカタ」と
呼
よ

ばれるようになりました。

勉強に励
はげ

みました。
　東京女子医学専門学校に合

ごう

格
かく

した
やいは、学校事務を続

つづ

けながら通学。
卒
そつ

業
ぎょう

後
ご

は遺
い

体
たい

を解
かい

剖
ぼう

して死
し

因
いん

を調べ
る病理学研究の道へ進み、この研究
で富山県出身の女

じょ

性
せい

として初
はじ

めて医
学博

はく

士
し

号
ごう

を取
しゅ

得
とく

しました。また、女
性として日本で初めて病理学の 教

きょう

授
じゅ

に 就
しゅう

任
にん

しました。
　戦

せん

争
そう

で学校や病院が 焼
しょう

失
しつ

したとき
は、再

さい

建
けん

のために力を尽
つ

くしました。

語などが否
ひ

定
てい

される風
ふう

潮
ちょう

に疑
ぎ

問
もん

を感
じた源義は、「日本の文化を守りたい」
と決意。角川書店という 出

しゅっ

版
ぱん

社
しゃ

を設
せつ

立
りつ

しました。質
しつ

の高い本のほか、値
ね

段
だん

の安い文庫本も出版し、多くの読
者を得

え

ました。
　一方で源義は国文学の研究の成果
を発表し、文学博

はく

士
し

号
ごう

を取
しゅ

得
とく

。少年
時代から親しんだ俳

はい

句
く

にも精
せい

を出し、
多くの句

く

集
しゅう

を刊
かん

行
こう

して高い 評
ひょう

価
か

を
受けています。

増え、アメリカへ輸
ゆ

出
しゅつ

するまでにな
りました。
　戦

せん

後
ご

には、県花
か

卉
き

球根農業 協
きょう

同
どう

組
くみ

合
あい

を設
せつ

立
りつ

。たくさんの球根を栽培で
きるようにした結

けっ

果
か

、富山県は球根
の輸

ゆ

出
しゅつ

量
りょう

で日本一になりました。
1951年（昭和26）年にはチューリッ
プフェアがスタートし、翌

よく

年
ねん

には豊
造が開発した「天女の舞

まい

」など３品
種が、日本で初

はじ

めてのチューリップ
新
しん

品
ひん

種
しゅ

に登
とう

録
ろく

されました。

・�情
じょう

熱
ねつ

をもって制
せい

作
さく

にあたる
・�自分の得

とく

意
い

分野を見つける
・�親切にしてくれた人に恩

おん

返
がえ

し
する

・�尊
そん

敬
けい

する先生に直
ちょく

接
せつ

学ぶ
・�夢

ゆめ

の職
しょく

業
ぎょう

に就
つ

くため、逆
ぎゃっ

境
きょう

に
負けず勉強する

・�先生や学校に恩
おん

返
がえ

しする

・尊
そん

敬
けい

する先生に直
ちょく

接
せつ

学ぶ
・日本の文化や価

か

値
ち

観
かん

を守る
・得

とく

意
い

なことをずっと続
つづ

ける

・�自分にあったやり方を見つけ
る

・�仲
なか

間
ま

を増
ふ

やす
・�大切なものを守り続

つづ

ける

志
し

功
こう

は自分の版
はん

画
が

を「板
ばん

画
が

」と呼
よ

んでいました。それには、板の命を彫
ほ

り起こすという意味がこめられていました。やいは学生会館の建
けん

設
せつ

も進めました。現
げん

在
ざい

の東京女子医科大学の学生会館はやいの姓
せい

をとって「佐
さ

藤
とう

記念館」と名づけられています。

 ＊民俗学【みんぞくがく】　古くからの庶
しょ

民
みん

の文化について研究し、現
げん

在
ざい

の文化を説
せつ

明
めい

しようとする学問です。 ＊出稼ぎ【でかせぎ】　ある期間、家を離
はな

れて 働
はたら

くことです。当時の農家では田畑が使えない冬の間、若
わか

者
もの

が出
で

稼
かせ

ぎに行くのが当たり前でした。

県人女
じょ

性
せい

初
はつ

の医学博
はく

士
し

日本女性初の病理学 教
きょう

授
じゅ

女医教育の発
はっ

展
てん

に尽
じん

力
りょく

チューリップ栽
さい

培
ばい

の技
ぎ

術
じゅつ

を確
かく

立
りつ

富山県花
か

卉
き

球根農業協
きょう

同
どう

組
くみ

合
あい

を設
せつ

立
りつ

日本初
はつ

のチューリップ新
しん

品
ひん

種
しゅ

を登
とう

録
ろく

世界的に有名な板
ばん

画
が

（版
はん

画
が

）家

国
こく

際
さい

版画大
たい

賞
しょう

を受
じゅ

賞
しょう

福
ふく

光
みつ

に疎
そ

開
かい

し多くの作品を制
せい

作
さく

俳
はい

人
じん

としても活
かつ

躍
やく

角川書店の創
そう

業
ぎょう

者
しゃ

国
こく

文
ぶん

学
がく

の博
はく

士
し

号
ごう

を取
しゅ

得
とく

福
ふく

光
みつ

町
まち

の風
ふう

景
けい

を描
えが

いた「四
し

季
き

福光風景」の「小
お

矢
や

部
べ

早春」（左）と「愛
あい

染
ぜん

呼
こ

冬
とう

」（南砺市立福光美術館蔵）
1923（大正 12）年ごろの東京女子医学専

せん
門
もん

学校
での手

しゅ
術

じゅつ
の様子（東京女子医科大学史料室提供）

旧
きゅう

水橋 郷
きょう

土
ど

資
し

料
りょう

館
かん

前に建
た

てられた源
げん

義
よし

の句
く

碑
ひ

（富山市水橋舘町）
戦
せんそうちゅう

争 中は、麦に隠
かく

すようにしてチューリップを
育て、約 150 品種を守りました。


